
新方式（乾燥固化・燃焼） ＴＯＣ測定装置

特許登録

特 長

日本：特許第５８０４５０６号

株式会社 エコロ

①JISではﾌﾀﾙ酸水素ｶﾘｳﾑを基準にｵﾙﾄﾌｪﾅﾝﾄﾘﾝ、L-ｸﾞﾙﾀﾐﾝ酸、
   酒石酸などの検出率は９５％以上としているが、基準のﾌﾀﾙ酸
  水素ｶﾘｳﾑ検出率については何も規定されていない。
  本装置では、これらの物質を含めて有機物の検出率は９５%以上
 で安定しており、ＴＯＣ測定の基準装置となりうる。

②検水にSS(懸濁物質）、塩類が多量に含まれていても測定に
　　影響しない

③検水が大量で燃焼による炭酸ガス濃度を高く設定できるので
　　赤外計は低感度で良く、低価格に抑えられる。
　　 (予定販売価格５０～８０万円）

④検水が大量にとれるので、低濃度でも高精度に測定できる。

⑤蒸気による洗浄方式を採用して装置内の残存物を高効率に除去
　できるので、コンタミネーションが防止できる

お問い合わせ先：佐貫事務所 0297-65-5101

TOC測定方法として、乾燥固化・燃焼方式を特許登録し、世界で初めて実用化
しました。
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